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２０２5年 6月 8日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書47章 1～7節（旧約P1379、エレミヤ書講解説

教 78回目） 

タイトル：「ペリシテ人についての預言」 

エレミヤ書４7 章に入ります。46 章から諸国の民に対する預言が語

られていますが、今回はペリシテ人に対する預言が語られます。  

 Ⅰ．ペリシテ人の破滅(1-5) 

まず、１～5 節までをご覧ください。1 節をお読みします。「47:1 フ

ァラオがガザを討つ前に、ペリシテ人について預言者エレミヤにあった

【主】のことば。」 

これは、ファラオがガザを討つ前に、ペリシテ人について預言者エレ

ミヤにあった主のことばです。ファラオとはエジプトの王の称号です。

そのファラオがガザを討つ前に、主はペリシテ人についてエレミヤに語

っておられたのです。それはB.C.６０5年頃だと思われます。何度かお

話していますが、その年、バビロンが台頭を恐れたファラオは、バビロ

ンと戦うためにパレスチナに北上しました。そこでバビロン軍と戦うわ

けです。それはユーフラテス河畔のカルケミシュというところで行われ

た戦いなので、カルケミシュの戦いと呼ばれていますが、結果は、エジ

プト軍の惨敗でした。しかし、パレスチナに北上したエジプト軍は、ペリ

シテ人最大の都市ガザを討ちました。その前に、主がペリシテ人につい

て語られたエレミヤに語られた預言がこれです。 

それはどのような内容だったでしょうか。２～5 節をご覧ください。

「47:2 【主】はこう言われる。「見よ。北から水が上って来てあふれる
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流れとなり、地とそこに満ちているもの、町とその住民を押し流す。

人々はわめき、地の住民はみな泣き叫ぶ。47:3 荒馬のひづめの音の

ため、戦車の響き、車輪のとどろきに、父親たちは気力を失い、子ども

たちを顧みない。47:4 すべてのペリシテ人を破滅させる日、ツロとシ

ドンを助ける生き残りの者すべてを断ち切る日が来たからだ。まこと

に【主】は、ペリシテ人を、カフトルの島の残りの者を破滅させる。47:5 

ガザは頭を剃られ、アシュケロンは黙らされる。平地の残りの者よ、い

つまで、おまえは身を傷つけるのか。」 

2 節にある「北から水が上って来て」とは、バビロン軍のことです。そ

の水はあふれる流れとなって、地とそこに満ちているもの、町とその住

民を押し流します。それは洪水のように襲ってきて、ペリシテの町々を

呑み込むのです。すでにガザはエジプトの王ファラオによって討たれて

いましたが、今度はそのファラオを討ったバビロンによってすべての町

が吞み込まれることになります。ですから、ペリシテ人はエジプトとバ

ビロンのどちらからも攻め込まれて破滅することになるのです。まさ

にWパンチです。 

その光景は、実に悲惨でした。3 節には「荒馬のひづめの音のため、

戦車の響き、車輪のとどろきに、父親たちは気力を失い、子どもたちを

顧みない。」とあります。荒馬、戦車の音に、人々はわめき、地の住民は

みな泣き叫ぶことになります。父親たちは気力を失い、自分の子ども

たちを顧みる余裕さえありません。すべてのペリシテ人を破滅させる

日が来たからです。 

4節には、その日には生き残ってツロとシドンを助けようとする者も

みな、断ち滅ぼされることになるとあります。ツロやシドンはペリシテ
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の同盟国だったので、生き残って、彼らを助けようとするわけですが、

助けようとしても助けることができないのです。ツロとシドンを助けよ

うとする生き残りのすべての者もみな、断ち切られることになるから

です。 

また 4 節には「カトフルの島」という名称が出てきますが、これは地

中海に浮かぶクレテ島のことです。そこがペリシテ人の出身地でした。

彼らは元々そこに住んでいましたが、パレスチナの海岸地帯に移り住

むようになったのです。ちなみに、パレスチナという地名は、このペリ

シテという名前に由来しています。パレスチナに移り住んだペリシテ人

は、ユダヤ人と対立しながら現在のガザ地区のアラブ人となっていっ

たのです。そのカフトルの島の残りの者を破滅させるというのは、ペリ

シテ人を根絶やしにするということです。 

5 節にある「ガザ」と「アシュケロン」は、ペリシテを代表する都市です。

そのガザは頭を剃られ、アシュケロンは黙されることになります。それ

は深い悲しみと嘆きを表現しています。なぜそれほど深く嘆き悲しむ

のでしょうか。徹底的に滅ぼされることになるからです。ペリシテ人は

すべて滅び失せることになるということです。 

 これが、ファラオがガザを討つ前に、ペリシテ人について主が預言者

エレミヤに告げられたことばです。いったいなぜペリシテ人は、そのよ

うに破滅することになったのでしょうか。 

Ⅱ．ペリシテ人が滅ぼされた理由(6-7) 

6～7 節をご覧ください。ここには、「47:6 「ああ。【主】の剣よ。い

つまで、おまえは休まないのか。さやに納まり、静かに休め。」47:7 ど

うして、おまえは休めよう。【主】が剣に命じられたのだ。アシュケロンと
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その海岸──そこに剣を向けられたのだ。」とあります。 

  ここには、それは主の剣だとあります。主が剣に命じたのでこのよう

になったのです。それは彼らが主のみこころに従わなかったからです。

いったいどのような点で主のみこころに叶わなかったのでしょうか。 

ここで、創世記 12 章 1～3 節を開きたいと思います。「12:1 【主】

はアブラムに言われた。「あなたは、あなたの土地、あなたの親族、あな

たの父の家を離れて、わたしが示す地へ行きなさい。12:2 そうすれ

ば、わたしはあなたを大いなる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名

を大いなるものとする。あなたは祝福となりなさい。12:3 わたしは、

あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地のすべて

の部族は、あなたによって祝福される。」 

これはイスラエルの父祖アブラハムに対して主が語られたことばで

す。アブラハム契約と呼ばれているものです。それはアブラハムが主の

命令に従い、自分の父の家を離れ、主が示す地へ行くなら、主は彼を

祝福し、彼の名を大いなるものとするというものでした。3節には、「わ

たしは、あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地の

すべての部族は、あなたによって祝福される。」とあります。この約束

のとおり、神はアブラハムの子孫から出るメシヤによって、この約束を

成就してくださいました。その方とはだれでしょうか。そうです、それは

イエス・キリストです。神はこのイエスによって地上のすべての民族を祝

福する、すなわち、救いに導くという計画を持っておられたのです。そ

のためにアブラハムは選ばれました。神はこの祝福の基として特別に

アブラハムを選ばれたのです。このアブラハムを祝福する者は祝福さ

れ、呪う者は呪われることになります。これが聖書の原則なのです。し

かし、ペリシテ人はこの原則に従いませんでした。神によって選ばれた
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アブラハムの民族、神の民を呪ったのです。それゆえ、神様から呪われ

ることになったのです。もし彼らがイスラエルを祝福したのであれば、

祝福されたでしょう。しかし、彼らはイスラエルに敵対し、絶えず攻撃し

ました。それゆえ、彼らは滅ぼされることになったのです。アブラハム

を祝福する者は祝福され、呪う者は呪われるからです。 

ここで地図をご覧ください。「ペリシテ人の地(新改訳聖書第三版、地

図 6)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペリシテ人について特筆すべきことは、彼らがどこに住んでいたか

という点です。下の黒い楕円で囲まれた地域がペリシテ人の地です。

ガザはその中にある赤い円で囲まれた町。その上は 5節に出てきたア
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シュケロンです。ガザは今もイスラエルと戦闘状態にありますが、アシュ

ケロンと合わせペリシテ人の５大都市の一つでした。ペリシテを代表す

る都市です。そのずっと上、北の方にある 2 つの黒い円で囲まれた町

は、4 節に出てきたツロとシドンです。このペリシテ人の地と隣り合わ

せにあるのがユダの地です。ペリシテの東側にある四角で囲まれた血

です。その右斜め上にあるのがエルサレムです。つまり、ペリシテ人の

地はユダの地と隣り合わせにあったということです。もうほとんど入り

混じっています。それで彼らは絶えずイスラエルに侵入してはイスラエ

ルを支配しようとしたのです。イスラエルにとってはまさに「肉のとげ」

のような存在だったのです。 

旧約聖書を読むと、彼らに対する言及は古くはアブラハムの時代に

遡りますが、顕著に出てくるのは士師記の時代です。今、さくらチャー

チでは士師記を学んでいますが、サムソンが戦ったのがこのペリシテ人

でした。その後もサムエル、サウル、ダビデの時代も彼らはイスラエルを

悩まし続けます。最終的にダビデがペリシテ人を討ち、征服しました。

ダビデが戦ったのはゴリヤテというペリシテ人の大男でした。1 サムエ

ル記 17章 4節によると、彼の身長は 6キュビト半もありました。1キ

ュビトは 44.5ｃｍですから、6キュビト半は 289ｃｍになります。ほん

とかいな？と首をかしげたくなります。あのジャイアント馬場でさえ

209ｃｍでしたから、相当大きかったことがわかります。でもダビデは

その巨人ゴリヤテを石投げ一つで倒しました。それでペリシテ人はイス

ラエルに屈することになったのです。ソロモンの時代になると、ペリシ

テ人は完全にイスラエルに仕えるようになります。しかし、B.C.931年

にイスラエルが北と南に分裂するとペリシテ人は再び勢力を回復し、イ

スラエルを悩ますことになります。そんなペリシテ人を、神は徹底的に
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滅ぼされるのです。なぜでしょうか?神に選ばれた民に敵対したから

です。アブラハムを祝福する者は祝福され、呪う者は呪われるからです。 

それは、この人類の歴史を見てもわかります。先日、いつも教会にお

米を届けてくださる方が、「先生、最近、高原剛一郎先生が書かれた

『世界は聖書で出来ている』という本が出版されたのでプレゼントしま

す」と言ってわざわざ持って来られました。どれどれとめくって見たら、

このことについて書かれてありました。詳細は触れませんが、過去５０

０年の人類の歴史を見ると、世界の覇権を握った国々は、すべてユダ

ヤ人を祝福した国だったというのです。それはスペインでありポルトガ

ル、オランダ、イギリス、そしてアメリカです。これらの国の興隆と没落

を振り返ると、そこにはこの原則が流れていたというのです。特に第一

次世界大戦前後のイギリスと、第二次世界大戦後のアメリカを見ると

よくわかります。ヨーロッパの辺境にある島国が、やがて「７つの海を

支配する」大英帝国に成長した背景には、このようなユダヤ人への支援

と協力があったからなのです。 

また、戦後アメリカが超大国に成長した背景にも、第一次世界大戦

後ヨーロッパで難民となったユダヤ人を受け入れたという事実があり

ました。アメリカに移住したユダヤ人たちは、背水の陣で生き残りをか

け、並外れた努力を重ねた結果、他のどの移民集団よりも短期間で成

功を収め、金融、不動産、映画産業、マスコミ、医学、法律、自然科学、そ

して芸術、文化に至るまで、他を圧倒しました。第二次世界大戦後アメ

リカは、世界の超大国として君臨したのです。アブラハムを祝福する者

は祝福され、呪う者は呪われるという聖書の原則が働いていたのです。 

しかし、これは必ずしもユダヤ人という民族に限ったことではありま
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せん。それは私たちクリスチャンのことでもあるからです。いやむしろ

霊的な意味では、私たちこそアブラハムの子孫、霊的イスラエルです。

なぜなら、アブラハムの子孫から出るメシヤ、救い主なるイエス・キリス

トを信じたことで、神の民とされた者だからです。Ⅱペテロ２章９～１０

節にはこうあります。 

「2:9 しかし、あなたがたは、選ばれた種族、王である祭司、聖なる

国民、神の所有とされた民です。それは、あなたがたを、やみの中から、

ご自分の驚くべき光の中に招いてくださった方のすばらしいみわざを、

あなたがたが宣べ伝えるためなのです。2:10 あなたがたは、以前は

神の民ではなかったのに、今は神の民であり、以前はあわれみを受け

ない者であったのに、今はあわれみを受けた者です。」 

「あなたがた」とは、イエス・キリストを信じるようにと選ばれた人た

ちのことです。ペテロはそのように選ばれた人たちに対して、あなたが

たは選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神の所有とされた民

だと言っているのです。以前は神の民ではなかったのに、今は神の民

であり、以前はあわれみを受けない者であったのに、今はあわれみを

受けた者であると言ったのです。そう、イエス・キリストを信じるように

と選ばれた私たちも、このアブラハムの子孫であり、真のイスラエルな

のです。ですから、イエス・キリストを信じて救われたクリスチャンを祝

福する者は祝福され、呪う者は呪われるのです。私たちは祝福すべき

であって、呪うべきではありません。もし神に選ばれた者を呪うことが

あるとしたら、ペリシテ人のように呪われることになります。なぜなら、

アブラハムを祝福する者は祝福され、呪う者は呪われるからです。 

以前、米沢の恵泉キリスト教会牧師の千田次郎先生からこんなお話
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を聞いたことがあります。それは、かつて全日本リバイバルミッション

が盛んに行われていた頃のことですが、主催者の滝元明先生から、東

北で決起集会をしたいので協力してほしいと要請があったそうです。

しかし、千田先生はあまり乗り気ではありませんでした。というのは、

伝道は大きな集会を開くことではなく、マタイ 28 章にあるように、あ

らゆる国の人々を弟子とすることだからです。そのために行って福音

を宣べ伝え、バプテスマを授け、主が命じたことを守るようにみことば

を教えなければなりません。必ずしも大きな伝道集会を開くことが必

要ではない。そういう思いがありました。 

  しかし、ある日御言葉を読みながら祈っていると、このことが示され

たのです。「アブラハムを祝福する者を祝福し、呪う者を呪う」。そして

アブラハムとは誰だろうと思い巡らしていると、それは滝元先生では

ないか。滝元先生は神によって選ばれた神の器だと。その滝元先生を

祝福することこそ、神様が望んでおられることだと確信し、その働きの

祝福を覚えて祈るようになったということでした。 

私はそのお話を聞いたとき、すごいなぁと思いました。というのは、

人は自分の考えと違うとなかなか受け入れることができないものです

が、神のみこころを求めて祈る中で、たとえそれが自分の考えと違って

も神のみこころなら従うということを実践されておられたからです。そ

れこそ神様に喜ばれることであり、神様が祝福してくださる信仰だと

思いました。私はまだそれほど長い信仰生活を送ってきたわけではあ

りませんが、確信をもって言えることは、神の御言葉に従う者を神は豊

かに祝福してくださるということです。それは霊的な面においても、精

神的においても、肉体的な面においても、物質的においても、経済的に

おいても、社会的な面においても、すべての面においてです。Ⅱ歴代



10 

 

16章9節に、「【主】はその御目をもって、あまねく全地を見渡し、その

心がご自分と全く一つになっている人々に御力をあらわしてくださる

のです。」とある通りです。問題は、私たちの心が主の心と一つになっ

ているかどうかです。もし一つになっているなら、主はそのような人々

に御力をあらわしてくださいます。それはこの点においても言えるこ

とです。アブラハムを祝福する者は祝福され、呪う者は呪われるのです。 

先日、私は64回目の誕生日を迎えましたが、この64年を振り返り

ながら、このような人生を与えてくださった主に感謝しました。なかな

かないと思うんですよ。18 歳で信仰に導かれ、22 歳で伝道者として

召され、以後42年にわたりイエス様一筋に仕えることができるなんて。

私は長嶋茂雄さんにはなれなかったし、マイケル・ジョーダンにもなれ

なかったけど、キリストのしもべとして歩み続けることができました。

それは一重に神様のあわれみだったと思います。そのために神様は選

んでくださいました。そう感じます。 

  しかしそのように祈っていたら、神様からの御声がありました。「違

う」と。「えっ、どういうことですか」と尋ねると、主は私にこう語ってお

られるように感じました。 

「確かに、わたしはあなたを選んだが、それ以上にパットを選んだのだ」

と。「パットがアブラハムで、あなたはそのアブラハムに仕えるしもべに

すぎない。」と。 

  これはどういうことだろうと思い巡らしていると、神様が言われるこ

とがわかるような気がしました。 

家内が宣教師として来日したのは 1979年ですから、今から 46年

前になります。一般に、宣教師は母国のサポーターから献金を募り、何

らかの宣教団体を通して遣わされてきますが、家内はそうしませんで
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した。献金を集めるのがあまり得意じゃないということもありましたが、

何よりもそうすれば 4 年に一度デブテーションで戻らなければなりま

せん。自分をサポートしてくれている教会に報告しなければならないか

らです。伝道の途中で１年間も空けることは宣教にとって大きな妨げ

になるのではないかと考えたのです。ですから彼女は宣教団を通して

ではなく、セルフサポートといって自分で働きながら宣教する道を選

びました。それは自由に宣教できるというメリットはありますが、老後

のことを考えると厳しい選択でもありました。というのは、働きを終え

て帰国する時、何の保障もないからです。でも彼女はアブラハムのよう

に「あなたの父の家を離れて、わたしが示す地へ行きなさい」との召し

を受けたとき、それに従い、どこに行くのかも知らずに、ただ信仰によ

って来日しました。そこで私と出会って結婚に導かれたのです。それは

老後の保障どころか、帰国の路が閉ざされることを意味していました。

日本に骨を埋めることを覚悟したということです。それほどの覚悟で

来たのは、神様が彼女を選ばれたからです。パットがアブラハムで私は

そのしもべにすぎないと言われる主のことばの意味がわかるような気

がしました。そういえば、来日したばかりの頃、彼女はよく言っていまし

た。「私は口下手なのでモーセですが、あなたはよく喋るのでアロンだ」

と。主はご自身の御業のためにモーセを選んだように、パットを選ばれ

たのです。 

  であれば、私がすべきこと何でしょうか。このアブラハムを祝福する

ことではないかと思ったのです。アブラハムを祝福する者は祝福され

るからです。 

それはパットだけでなく、神の民とされた私たちクリスチャンにも言

えることです。私たちはお互いに神に選ばれた神の民なのです。であ
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れば、祝福すべきであって呪ってはいけません。喜んでいる者とともに

喜び、泣く者と一緒に泣く。互いに一つ心になり、思い上がることなく、

むしろ身分の低い人たちに順応しなければなりません。そういう人を、

神様は祝福してくださるからです。ペリシテ人はそうではありませんで

した。イスラエルを祝福したのではなくイスラエルに敵対し、いつも戦

いを挑みました。それゆえ、神から厳しい裁きを受けることになったの

です。私たちはそういうことがないように、この御言葉に従わなければ

なりません。神に選ばれた神の民を、愛する兄弟姉妹を心から祝福し

なければなりません。祝福すべきであって呪ってはいけないのです。 

Ⅲ．主のみことばの剣(6-7) 

第三のことは、だから神のことばに従いましょう、ということです。6

～7節をもう一度ご覧ください。「47:6 「ああ。【主】の剣よ。いつまで、

おまえは休まないのか。さやに納まり、静かに休め。」47:7 どうして、

おまえは休めよう。【主】が剣に命じられたのだ。アシュケロンとその海

岸──そこに剣を向けられたのだ。」 

ここには単にペリシテがバビロンによって討ち破られたというだけ

でなく、その背後に神の力と支配があったことがわかります。6 節は、

平安がないことを嘆くペリシテ人の嘆きです。「ああ、主の剣よ。いつま

で休まないのか。さやに収まり、静かに休め。」 

  ここで注目していただきたいことは、エレミヤが「主の剣」と言ってい

ることです。実際にはペリシテもエジプトと同様に、目に見えるところ

ではバビロンの攻撃によって討ち破られたわけですが、エレミヤはそ

の出来事の背後に、主の力と支配があることを認めていました。 

  7 節もそうです。「どうして、休めるだろうか。主が剣に命じられたの
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だ。」とあります。主が命じられたのだから、主のみこころが実現するま

では休むことはありません。彼らに求められていたことは、それが主の

剣であると認め、主の前にへりくだり、ペリシテの神ダゴンではなくイ

スラエルの神、主を信じることだったのです。 

それはペリシテ人だけのことではありません。私たちにも言えること

です。聖書には、文字通り武具としての剣だけでなく、主なる神が語ら

れる「みことばの剣」について言及されています。へブル 4 章 12 節で

す。「神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、たまし

いと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、心のいろいろな考え

やはかりごとを判別することができます。」 

神のことばはそれほどまでに鋭いのです。人の心の奥深くに光を当

て、たましいと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通します。心のい

ろいろな考えやはかりごとを判別することができます。それは両刃の

剣よりも鋭いのです。ですから、この神のことばによって罪が示された

のなら、「いたたっ！さやに収まり、静かに休め」と言うのではなく、私

の罪のために十字架にかかり、救いを成し遂げてくださった主イエス・

キリストの御前に進み出て、砕かれた、悔いた心をもって、罪の赦しを

求めなければなりません。そして御言葉によって励まされ、慰められ、

強められ、教えられ、助けられて、御国を継ぐ者とさせていただかなけ

ればなりません。それがペリシテ人に対して語られた主のことばを通し

て教えられることです。神のことばに従いましょう。神のことばに従っ

てアブラハムを祝福しましょう。イスラエルを祝福しましょう。主にある

兄弟姉妹を祝福しましょう。祝福すべきであって、呪ってはいけません。

神のことばに生きるとき、必ずあなたも祝福の基となることができま

す。それこそ、あなたが世の光、地の塩としてこの世に遣わされている
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目的だからです。 


